








フォグライトへ取付けの場合、メーカー車両
整備書を参照のうえ、作業を行なう事。
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ユニット側バルブアース

ランプユニット

《ランプユニット樹脂カバーの場合》
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ランプユニット
固定ボルト
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ランプユニット

ランプユニット脱着

HIDバルブを取付けの際は、ランプユニット
を脱着し作業を行なうようにしてください。

イグナイタステー

イグナイタ

3.イグナイタ

インシュロック

インシュロック



①リレー本体を水などかかりにくい適切な場所へボルト・ナットなどで確実に車両に固定してください。
　固定する際、リレーカプラーのハーネスが下側になる様に固定してください。(リレーを固定する際、接続するハーネスの届
　く範囲で固定してください)(ボルト・ナットは付属されておりません)
②リレーハーネスから出ているバラスト電源線のコネクターをバラストに接続してください。
③リレーハーネスのギボシ端子(オス)赤線をバルブ防水ゴムカバーに取付いている配線(赤線)のギボシ端子(メス)に接続し
　クワ形端子(黒線)を車両ボディーアース又は、バッテリーマイナス端子に接続してください。　※車両カプラーの検電を行っ
　てから接続してください。車両によりランプスイッチがOFFの状態でも電圧(12V)が常時供給されている車両があります。
　その際は、図Ｂ(Ｐ８参照))クワ形端子(黒線)を車両側ランプのマイナス端子へ端子を加工し接続してください。 
　(ＨＢ3/4、Ｈ9/11の取付けの際は、必ず、図Ｂ(Ｐ８参照)クワ形端子(黒線)を加工する必要があります）
④アイドリングストップ機能が搭載されていない車両は、リレーカプラーから出ている赤線、黒線のギボシメス端子を絶縁テー
　プで、絶縁処理を行なってください。　⑤、⑥の作業は行ないませんので、⑦の作業へ進んでください。
⑤アイドリングストップ機能搭載車に取付ける場合、コントロールハーネスCを使用します、車両バルブコネクターの検電を行
　ない、リレーカプラーから出ているギボシメス端子のどちらがプラスか確認を行ない、配線の接続を行ないます。
⑥リレーカプラーから出ているプラス側のギボシメス端子にコントロールハーネスCの赤線ギボシオス端子を接続します。
　リレーカプラーから出ているマイナス側のギボシメス端子も同じく、コントロールハーネスCの黒線ギボシオス端子と接続
　します。（H1、H3、H7はP7参照。HB3/4、H9/11はP8参照）
　※プラス/マイナスを間違え、逆接続し使用すると部品の破損、作動不良の原因となります。必ず、検電を行ない、接続して
　ください。
⑦リレーハーネスのクワ形端子(赤線)(ヒューズケースの付いている配線)をバッテリーのプラス端子へ接続してください。
　ヒューズケースの配線は、必ず下側になる様にインシュロック等でエンジンルーム内の適切な場所に取付けてください。
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アイドリングストップ機能が付いたお車へＨＩＤキットを装着さ
れる場合は、バッテリー電源線をサブバッテリーではなく、確実
に電力の取れるメインバッテリーへの装着をお願いします。
※マツダ車（ｉ-stop）などはエンジンルームにバッテリーが2ヶ搭載
　されています。　別紙、配線接続方法　参照

アイドリングストップ機能装着車への装着について

イグナイタ－バルブ間のハーネスは、束
ねないでください。
ノイズの発生や電圧降下を起こし故障
の原因となります。

コントロール
ハーネスC※1

※1.アイドリングストップ機能が装着されている車両で、アイド
リングストップからエンジン始動の際、車両側バルブコネクター
への電圧が低下する事があります。
電圧が低下すると、リレーの動作が不安定になります。
コントロールハーネスCは、電圧低下した際のリレー作動保持の
為のパーツです。

コントロールハーネスCを使用
しない場合、リレーコネクター
から出ているギボシ配線を必ず
絶縁テープで、ギボシ端子を絶
縁処理を行なってください。

コントロールハーネスCを接続する際、必ず、テスター等で検電を行な
ってください。接続でプラス・マイナスを絶対に間違えないでください。
部品の破損、動作不良の原因となります。
必ず、コントロールハーネスCの赤線にプラス/黒線にマイナスを接続
してください。
※取付け後、必ず、配線が下向きになる様に、付属のインシュロックを
使い、リレーと固定してください。

アイドリングストップ機能装着車へ取付ける場合

※バッテリーマイナス側に電流センサーが装着されている車両へ取付ける場合、バッテリーマ

　イナスタ端子に接続しないでください。　車両側充電制御が最適に行えない事があります。

　この様な車両の場合、ボディーアースへ接続してください。別紙、配線接続方法　参照

バラスト間 バラスト

バラスト バラスト

バラスト

※出荷時に、リレーハーネスにリレーが接続されております。
　リレーを取外したり、交換の際、リレー内にパッキンが入っている為、
　コネクターとの接続が通常よりキツイので、接続の際は、”カチッ”と
　ロックするまで押込み、確実に接続してください。

イグナイタ

インバータ

インシュロック



アイドリングストップ機能が付いたお車へＨＩＤキットを装着さ
れる場合は、バッテリー電源線をサブバッテリーではなく、確実
に電力の取れるメインバッテリーへの装着をお願いします。
※マツダ車（ｉ-stop）などはエンジンルームにバッテリーが2ヶ搭載
　されています。　別紙、配線接続方法　参照

アイドリングストップ機能装着車への装着について

コントロールハーネスCを使用
しない場合、リレーコネクター
から出ているギボシ配線を必ず
絶縁テープで、ギボシ端子を絶
縁処理を行なってください。

コントロールハーネスCを接続する際、必ず、テスター等
で検電を行なってください。
接続でプラス・マイナスを絶対に間違えないでください。
部品の破損、動作不良の原因となります。
必ず、コントロールハーネスCの赤線にプラス/黒線にマ
イナスを接続してください。
※取付け後、必ず、配線が下向きになる様に、付属のイン
シュロックを使い、リレーと固定してください。

アイドリングストップ機能装着車へ取付ける場合

コントロール
ハーネスC※1

※1.アイドリングストップ機能が装着されている車両で、アイドリン
グストップからエンジン始動の際、車両側バルブコネクターへの電圧
が低下する事があります。
電圧が低下すると、リレーの動作が不安定になります。
コントロールハーネスCは、電圧低下した際のリレー作動保持の
為のパーツです。

イグナイタ－バルブ間のハーネスは、束
ねないでください。
ノイズの発生や電圧降下を起こし故障
の原因となります。

②ＨＢ3/4/Ｈ9/11に装着する場合

※バッテリーマイナス側に電流センサーが装着されている車両へ取付ける場合、バッテリーマ

　イナス端子に接続しないでください。　車両側充電制御が最適に行えない事があります。

　この様な車両の場合、ボディーアースへ接続してください。別紙、配線接続方法　参照

HB3/4

B3/4

※出荷時に、リレーハーネスにリレーが接続されております。
　リレーを取外したり、交換の際、リレー内にパッキンが入っている為、
　コネクターとの接続が通常よりキツイので、接続の際は、”カチッ”と
　ロックするまで押込み、確実に接続してください。

イグナイタ
インバータ

HB3/4

HB3/4 HB3/4 HB3/4



イグナイタ

インバータ

イグナイタ

インバータ

※バッテリーマイナス側に電流センサーが装着されている車両へ取付ける場合、バッテリーマ

　イナスタ端子に接続しないでください。　車両側充電制御が最適に行えない事があります。

　この様な車両の場合、ボディーアースへ接続してください。別紙、配線接続方法　参照




